
小樽商科大学 卒業論文 （昭和46年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和46 3420 寡占価格の理論 -参入阻止価格理論についての一考察-
昭和46 3421 技術と賃銀と利潤　-Joan. Robinson の資本蓄積論-
昭和46 3422 貨幣的経済成長論の検討
昭和46 3423 ケインズ雇用理論の若干の考察　-有効需要と貨幣賃銀率-
昭和46 3424 実証経済学方法論批判
昭和46 3425 単純成長モデルにおける貨幣の役割
昭和46 3426 石油
昭和46 3427 ハロッドにおける動態理論　-循環と成長-
昭和46 3428 経済動学と成長理論　-その不安定性と安定性-
昭和46 3429 技術進歩と経済成長
昭和46 3430 戦後日本の経済成長について
昭和46 3431 日本資本主義の成立と農業　-高率小作料と低賃金の相互補完について-
昭和46 3432 朝鮮人差別
昭和46 3433 現代物価上昇のメカニズム

昭和46 3434
日本労働組合運動史　-大正期とくに第1次大戦後における組合運動とそ
の問題点について-

昭和46 3435 明治期紡績労働力の若干の分析
昭和46 3436 基本法農政下の農民層分解　-北海道恵庭市の実態を中心にして-
昭和46 3437 日本資本主義社会における支配と差別
昭和46 3438 農業経営の近代化について
昭和46 3439 現代資本主義論への視点　-日本における資本主義変貌論の検討-
昭和46 3440 戦後文学史論序説
昭和46 3441 経営者所得の分析について
昭和46 3442 屈伸為替相場論　(翻訳) ミルトン・フリードマン著
昭和46 3443 A.R.プレスト　「財政の理論と実際」
昭和46 3444 M.フリードマン『価格理論』(部分訳)
昭和46 3445 W.Z.Hirsh による地方財政の経済分析
昭和46 3446 寡占市場の価格決定
昭和46 3447 雇用理論と労働移動理論
昭和46 3448 寡占市場成立要因について
昭和46 3449 ピーコックとショーのフィスカルポリシーの経済理論
昭和46 3450 戦後初期地方財政と民主主義について
昭和46 3451 繁栄の為の国際経済協力
昭和46 3452 公害の経済学　-ミッシャンを中心に-
昭和46 3453 ガルブレイスの資本主義観

昭和46 3454
（紹介）C.P.キンドルバーガー『権力と貨幣：国際政治学の経済学と国際経
済学の政治学』

昭和46 3455 低開発国開発論　-G.ミュルダール著『貧困からの挑戦』を中心として-
昭和46 3456 (紹介)　J.O.N.パーキンス「世界経済のための経済政策」

昭和46 3457
エリック・ロールの国際経済論　-Eric Roll:THE WORLD AFTER KEYNES,
ENCY, BRIT. 1968 PART Ⅲ を中心として-

昭和46 3458 国際的資源配分の諸問題
昭和46 3459 平価切下げ分析における弾力性及び吸収接近
昭和46 3460 長期交易条件の変動
昭和46 3461 （翻訳）アドラー編　「資本移動論」
昭和46 3462 現行国際通貨体制の問題点とその展望
昭和46 3463 国際通貨改革について
昭和46 3464 国連アフリカ経済委員会の制度的研究
昭和46 3465 「平和のための結集」決議
昭和46 3466 変動為替相場制度論
昭和46 3467 ユーロ・ダラーの金融実務
昭和46 3468 米国のフェデラル・ファンド市場と財務省証券市場
昭和46 3469 資本輸出の歴史的変遷と現代
昭和46 3470 IMF体制の歴史と問題点
昭和46 3471 SDR
昭和46 3472 変動相場制の歴史とその提唱者達の理論的欠陥
昭和46 3473 変動為替に対する問題
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昭和46 3474 国際通貨制度の中で
昭和46 3475 金問題と国際通貨体制
昭和46 3476 ユーロ・ダラーの真相
昭和46 3477 商品とヘッジ
昭和46 3478 平価変更の要因とリーズ・アンド・ラッグズ
昭和46 3479 世界的不況を招く自由変動為替相場制
昭和46 3480 外国為替相場について
昭和46 3481 固定為替相場と変動為替相場について
昭和46 3482 貿易における信用状の機能とその種類
昭和46 3483 信用状について
昭和46 3484 国際金融と国際経済の戦後史概論
昭和46 3485 市場分析と海外進出
昭和46 3486 資本主義と自由
昭和46 3487 人的投資と規模別賃金格差
昭和46 3488 R.V.Misesの確率概念について　-基礎論を中心に-
昭和46 3489 イギリス絶対王政の産業編制　-職人条例を中心とする産業編制政策-
昭和46 3490 アメリカ鉄道業における独占の確立　-アメリカ金融資本成立の一過程-
昭和46 3491 1873-96年のイギリス「大不況」　-諸論点の紹介とその考察-
昭和46 3492 1930年代アメリカにおける労働運動の展開

昭和46 3493
19世紀末大不況期におけるビスマルクの「鉄と穀物」のための関税同盟の
成立

昭和46 3494 ラダイツの史的分析
昭和46 3495 地代形態推転の仕方からみたイギリス・マナーの崩壊過程
昭和46 3496 19C前半のアメリカ経済構造
昭和46 3497 金融資本概念と株式資本
昭和46 3498 経済政策と価格基準
昭和46 3499 不換銀行券の本質とその伸縮について
昭和46 3500 イタリア経済と経済政策(1945-1960)に関する一考察
昭和46 3501 アジア低開発国の経済成長
昭和46 3502 ナチス統制経済　-ファシズムへの移行-

昭和46 3503
アメリカ資本主義における1930年代　-ニューディールの景気政策を中心と
して-

昭和46 3504 重工業重点開発方式に関して
昭和46 3505 福祉国家の経済政策
昭和46 3506 アジア型社会主義　-その本質と成長要因-
昭和46 3507 我国における経済計画の検討
昭和46 3508 新経済社会発展計画にみる物価政策の分析
昭和46 3509 資本主義社会における経済政策とその方向
昭和46 3510 金融政策の効果　-アベイラビリティ理論を中心として-
昭和46 3511 インフレーション　-インフレーション理論の展開-
昭和46 3512 封建社会の崩壊過程　-封建社会における貨幣及び金融制度-
昭和46 3513 利子率の期間構造
昭和46 3514 牛乳及び乳製品における若冠の化学的考察
昭和46 3515 日本における広告の経済的及び社会的影響
昭和46 3516 商品の品質理論における一考察
昭和46 3517 品質と競争　(アボット著　12章-14章)
昭和46 3518 消費者の購買行動と販売政策

昭和46 3519
日本のモータリゼーションを考える　-乗用車、特に高級小型車および中型
車について-

昭和46 3520 商品学的鑑定製品及び商品の受領・統制・鑑定　フェーデレンコ著
昭和46 3521 消費者と品質
昭和46 3522 不完全競争と広告
昭和46 3523 軽自動車の品質について
昭和46 3524 大衆芸能のイメージ効果について
昭和46 3525 ライン・スタッフについて
昭和46 3526 企業成長と組織スラック
昭和46 3527 経営計画の基本的考察　-マネジメント的経営計画を中心として-

2/5



小樽商科大学 卒業論文 （昭和46年度）

年度 番号 　論 題 （Theme） 備考

昭和46 3528 経営組織と稟議制度
昭和46 3529 企業の社会的責任と公害
昭和46 3530 経営理念　-社会と企業-
昭和46 3531 組織均衡論　-対内均衡について-
昭和46 3532 企業の社会的責任
昭和46 3533 経営組織と集団に関する一考察
昭和46 3534 経営行動と管理組織　-アージリス理論を中心として-
昭和46 3535 経営分析と利益計画
昭和46 3536 日本における労務管理の特質と課題
昭和46 3537 人事管理と行動科学
昭和46 3538 現代組織論と企業行動の分析　-企業目的と意思決定過程を中心にして-
昭和46 3539 人間関係管理の新課題
昭和46 3540 組織と個人の統合
昭和46 3541 バーナード組織理論の経営学的意義
昭和46 3542 分権的組織の意義と諸形態
昭和46 3543 損益分岐点研究
昭和46 3544 粉飾経理論　-その事例と発見・防止法-
昭和46 3545 減価償却論の歴史的生成
昭和46 3546 会計主体論の再検討
昭和46 3547 会計原則論
昭和46 3548 繰延資産に関する一考察
昭和46 3549 低価主義に関する一考察
昭和46 3550 資本剰余金の検討
昭和46 3551 期間損益計算に関する若干の考察　-会計上の利益とは-
昭和46 3552 資本会計に関する一考察　-贈与資本を中心として-
昭和46 3553 生産性会計と成果配分
昭和46 3554 粉飾に関する諸問題　-企業会計原則と商法を中心として-
昭和46 3555 損益の認識と保守主義　-発生主義と保守主義-
昭和46 3556 会計原則　-その歴史的系譜と体系化
昭和46 3557 連結財務諸表の基礎的理論　-連結の範囲を中心として-
昭和46 3558 資産価値の評価概念について
昭和46 3559 利益計画における目標利益率について

昭和46 3560
国際会計論序説　-国際的会計及び監査基準の確立化への方向を求めて
-

昭和46 3561 貸借対照表論　-シュマーレンバッハの動的貸借対照表論-
昭和46 3562 減価償却論　-理論と政策-
昭和46 3563 貨幣価値変動と会計
昭和46 3564 引当金について
昭和46 3565 株式配当に関する一考察
昭和46 3566 引当金の本質　-利益剰余金性引当金の排除と引当金概念の純化-
昭和46 3567 中世イタリアにおける複式簿記発達史
昭和46 3568 無形固定資産論　-暖簾を中心として-

昭和46 3569
アメリカに於ける会計監査の生成と発展　-信用監査から株主保護監査へ
の転換を中心として-

昭和46 3570 利益算定の諸基準

昭和46 3571
企業の設備投資決定論　-特に投資利益率法・現在価値法の検討と資本
コストとの慣例を中心として-

昭和46 3572 貢献額分析　-その価格政策への役立ちを中心として-
昭和46 3573 貨幣価値変動会計における価値測定と物価指数について
昭和46 3574 継続性の原則について
昭和46 3575 日常性批判としてのユートピア思想

昭和46 3576
日本資本主義の発達におけるインフレーションの意義　-戦前のインフレ本
質-

昭和46 3577
アメリカ金融政策史　-現代アメリカ金融政策の解明を志向するその予備的
考察-

昭和46 3578 資本の集中と創造者利得
昭和46 3579 株式会社と信用制度との関連について -その信用理論からのアプローチ-
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昭和46 3580 現代資本主義における自己金融現象について
昭和46 3581 純粋資本主義と利子・信用論
昭和46 3582 マハループの国際通貨制度改革論
昭和46 3583 外国為替
昭和46 3584 フランスにおけるアメリカ直接投資
昭和46 3585 戦後日本の金融政策と景気循環
昭和46 3586 発展国の責務　G.ミュルダール著「世界的貧困からの挑戦」より
昭和46 3587 自由準備金と貨幣供給
昭和46 3588 M.フリードュンにみる金融政策
昭和46 3589 ジョージガービー著　東欧における貨幣と銀行と信用
昭和46 3590 経済成長論における技術進歩の意義
昭和46 3591 二部門経済成長理論における安定条件
昭和46 3592 W.フェラー著　「確率論とその応用Ⅰ」を読んで
昭和46 3593 新しい統計的検定　-Nonparametric test の認識-
昭和46 3594 乱数についての一考察
昭和46 3595 鞍部点問題と線形計画法
昭和46 3596 ムーアの需要関数
昭和46 3597 国際通貨とSDR
昭和46 3598 線形計画問題の解　-数学的背景-
昭和46 3599 実験計画法　-基礎の概念から二元配置法まで-

昭和46 3600
PERT系手法のプログラミング　-PERT PROGRAM SYSTEMへのアプロー
チ-

昭和46 3601
システムと決定　-システムの制御的側面と決定理論としてのマルコフ過程
-

昭和46 3602 機械の進歩と労働の変化
昭和46 3603 インダストリアル・ダイナミックスの基礎理論
昭和46 3604 成長理論に関するノート
昭和46 3605 PERT.CPMの理論的基礎とそのプログラミング
昭和46 3606 線型計画法　-基礎理論と最適生産計画-
昭和46 3607 システムの一般理論
昭和46 3608 マネジメント・システム
昭和46 3609 Two Methods in Integer Programming Gomory's and Land-Doig's
昭和46 3610 PPBSの分析手法　-システム分析、費用(有効度)便益分析-
昭和46 3611 情報化社会とは何か　-情報化社会とデータ通信-
昭和46 3612 Management Information System
昭和46 3613 産業連関分析　-投入係数を中心として-
昭和46 3614 日本における知識産業
昭和46 3615 ゲームの理論とその意義及び問題点
昭和46 3616 現代アメリカ資本主義における停滞の特徴
昭和46 3617 整数計画法　-Gomoryの切除平面法による一考察-
昭和46 3618 日本経済の高度成長
昭和46 3619 経営計画ならびに経営管理におけるOR手法の考察
昭和46 3620 PERT:CPM
昭和46 3621 太陽系と月の科学
昭和46 3622 ロイズ
昭和46 3623 経営管理システムの分析
昭和46 3624 国際収支対策
昭和46 3625 企業における経営システム序論
昭和46 3626 簿記形態の概説
昭和46 3627 経営情報システムに於ける会計情報システム
昭和46 3628 不確実性下の管理過程と情報　-会計情報システム構築のために-
昭和46 3629 会計情報システムの基礎理論
昭和46 3630 本土復帰と沖縄経済の動向
昭和46 3631 会計測定論　-会計への管理科学的接近-
昭和46 3632 配置転換に関する法律問題
昭和46 3633 ピケッティングの正当性　-判例法の展開を中心として-
昭和46 3634 救済命令とバック・パイに関する一試論
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昭和46 3635 取締役の第3者に対する責任
昭和46 3636 根抵当立法について　-その立法過程を中心にして-
昭和46 3637 船舶衝突と法律責任について
昭和46 3638 建物区分所有権と敷地利用権
昭和46 3639 貨幣、利子、および雇用の特殊理論
昭和46 3640 資本自由化の国民経済的影響　-Theoretical Analysis-
昭和46 3641 変動為替相場：展望
昭和46 3642 社会厚生関数について
昭和46 3643 ヒックス「経済史の理論」
昭和46 3644 経済政策基礎理論としての厚生経済学
昭和46 3645 高度成長期の分析をめぐって　-宮崎義一氏の論文を中心に-
昭和46 3646 低開発国の経済
昭和46 3647 限界生産力理論による生産物の完全分配について
昭和46 3648 The stability of the Cournot Oigopoly Solution
昭和46 3649 産業連関論の代理定理について
昭和46 3650 現代資本主義の物価上昇機構　-所得政策を中心として-
昭和46 3651 「二つの敵」の経済面での一分析
昭和46 3652 近世土佐藩における郷土制度およびその歴史的性格の変遷について
昭和46 3653 アンリ・ピレンヌ著　『低地諸邦における初期民主主義』
昭和46 3654 ドイツ学生の政治＝社会的志向(1815-1850年)
昭和46 3655 人事管理の諸問題　-モーティベィションンとリーダーシップ-
昭和46 3656 アルヴィンブラウン組織理論の考察
昭和46 3657 マルサス及びリカルドの地代論　-その考察並びに比較-
昭和46 3658 土地収用法
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